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 秋晴れの体育の日直前の土曜日に「美濃和紙」と「うだつ 
の上がる街並み」を融合し1994年から開催されている「美 
濃和紙あかりアート展」へ。 
 美濃和紙を使用した灯りのオブジェを一般、小中学生の両 
部門で全国公募したものが500点ほどが展示されていました。 
 アイディアとどれだけ時間をかけたんだろうという出品者 
の想いが強く伝わるオブジェが一杯でした。 

 地域おこしでもあるこのイベントの面 
白い所は、出品者が一日目に作品を持参 
し、二日目の終了時に撤収し持ち帰る。 
 つまり出品者が二日間、美濃市周辺に 
滞在する事で美濃とのつながりが生まれ 
美濃の活性化につながる仕組みを作って 
いる所です。岡崎でもそうですが、これ 
を継続して行い活性 
化を図り続ける事が 
何よりも重要だと感 
じました。 

 子供たちの発 
想とアイディア 
の柔軟さは驚きました。私のような
50代では思いもつかない発想です。 
 この柔軟さをいつまでも持ち続け
てほしいと思いました。 




